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北限のイソバナ群生地について

船木信一*・子吉和典率＊

筆者らは継続して調査を進め,1992(平成4)年

6月下旬に，同じ男鹿半島の加茂沖水深9～15m

地点で再度生息を確認した（写真1）．最大で畳

八枚ほどの群生地が3カ所あり，前回をしのぐ規

模であった．これらの相次ぐ発見はイソバナの北

|災を山形県飛島から秋田県男鹿半島に塗り替え

た．この発見は新聞，テレビ等で取り上げられて

大きな話題となったが，それが徒となって報道か

ら3カ月後の調査では発見時の1/2,さらに1

カ月後には1710にまで減っており，海底には残

骸が散乱している状態であった（写真2）．さら

に2001年に再洲査した際は，全調査地点を通じて

1群体しか確認できないという状況までになって

しまった．筆者らはこの北限のイソバナを守るた

1。はじめに

サンゴの仲間にはいわゆるサンゴ礁を形成する

六放サンゴ亜綱に属するもの（造礁サンゴと呼ば

れる）と，枝上に成長する八放サンゴ亜綱に属す

るものがある．

造礁サンゴである六放サンゴ類は，体内に褐虫

藻を共生させ，それらが光合成で作る栄養分を利

用している種がほとんどである．そのため，光合

成を行うことのできる透lﾘj度の高い浅い海に見ら

れるのが普通である．年間の平均海水温が18.5℃

以上であれば大規模なサンゴ礁を形成するため，

サンゴ礁は赤道を中心として北緯30度から南緯30

度までの間に分布する．日本での六放サンゴの北

限は千葉県の館山であることが知られているが，

水温が低いため，サンゴ礁を形成するには至って

いない．

非造礁サンゴである八放サンゴ類は水中の有機

物やプランクトンなどを餌とするため，水深数百

mの深い海にも見られる．造礁サンゴを飼育して

いる環境下に入れると途端に通せ始めることか

ら，水中の有機物が少なく透明度が高過ぎる場所

では成長できないことがわかっている．
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Meﾉ"baeaflabe"淀raは，この八放サンゴ類に属

する種で，比較的浅い水深（水深約20mまで）の

水がきれいで潮流の速い環境に生息する種類であ

る．群体は扇状に広がり，ところどころ癒着して

網状になっている．大きさは掌ほどで，色は鮮紅

色から黄色まで変異に富む．日本での分布の中心

は琉球列島であるが，北|限は太平洋側では相模湾，

日本海側では秋田県男鹿半島である．

秋田県でのイソバナの生息確認は1967(昭和42)

年男鹿半島戸賀沖での発見にさかのぼる．旧男鹿

水族館付近の離れ島である宮島で発見された5m

¥ll¥方の群生地は．その後ほどなくして赤潮が発生

し，それが原因で死滅したとされている．その後，

写真lイソバナ(1992年6月子吉一美氏撮影）

を壷魯

蕊ざ
岱牟

『
■

Q

謬卿琴舜；垂
■
●

一
寸
く

夢軍．
唾Q

I・;ぜ

琴諭蟻弓
’』童尋’’

一‐ロか

青雪．謹一､1992g倉211

写真2海底のイソバナ(1992年9月下旬搬影）

＊秋田県立博物館

率＊秋illマリンダイビング

--



秋IⅡ県立博物館研究報告第33号

め，その後，調査を中断し，静かに回復を待つこ

ととした．今回の調査は前回の調査から6年を経

て行われたもので，その結果について報告するも

のである．

2．調査地の概要

日本列島の沿岸には寒流である親i'lﾘI(千鳥海流）

と暖流である黒潮（日本海流）という二つの大き

な海 流 が 流 れ て いる．黒潮は流速2m秒、幅

100km,流量2,000～5.000万tを誇る世界最大の海

流である．日本海にはこの黒潮の枝流である対馬

暖流が沿岸に沿って北上している．北上する対馬

暖流は秋田沖を通過した後，津軽海峡の西側で枝

分かれしてほとんどが津軽海峡を東進し，岩手県

沖で親潮とぶつかり消滅する．一方の北へ向かう

流れは宗谷m付近で再び枝分かれし，サハリンに

向かう流れとオホーツク海沿岸を南下するものと

になるが，いずれも勢力は弱く，ほどなくして衰

える．対馬暖流の影響により，日本でもっとも冷

たい海は日本最北端の稚内ではなく，親潮の影響

が強い太平洋側の北海道東部から東北北部にかけ

ての海域であることが知られている．

調

炉

図1調査地
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秋田県沿岸は，対馬暖流の影響を強く受け，外

見やイメージと異なって温暖である．特に男鹿半

島は日本海に突出しているため対馬暖流の強い影

響下にあり，南方系のチョウチョウウオやモンガ

ラカワハギなどの魚類，ソデイカやルリガイ，タ

コブネなどのi吹体動物が定期的に訪れる場所とし

て知られている．

調査地は男鹿半島の西海岸，図lに示した場所

で，離れ岩の点在する岩礁地帯である．外洋に面

してお0,周年強い潮流と波に洗われている．背

後は切り立った断崖で，岸からさほど距離はなく，

訪れるのは渡船による釣り客くらいである．ただ

し，付近一帯は磯釣りの一級ポイントであるため，

年間を通して釣り客が絶えることがなく，禁止さ

れている撒き餌による海水の富栄養化が懸念され

る．

イソバナが群生しているのはオーバーハングし

た岩礁壁か洞窟状の地点で，3カ所とも上方から

覗き込むことはできない．水深は15m前後．潮流

は速く，透明度は県内ではかなり高い方の部類に

属する．岩礁壁にはかなりの密度でイワガキが付

着しており．所々にマボヤ，シロガヤなどが点在

し，キタムラサキウニの姿が見える．また，岩の

隙間にはクロソイ，クジメ等の魚類が見られる．

3．調査結果

訓査は2007年7月7日に実施した．今年度は日

本海沿岸各地で赤潮が発生したが，県内で有数の

水の透明度を誇る男鹿半島であっても，水中の有

機物及びプランクトン量は例年をはるかに上回っ

ていた．視界が極めて悪〈（写真3），群生地全

写言寸
雷ユ

写真3訓在地のようす（高怖秀i湯氏撤影）
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体を見渡すことができなかったため，近距離から

なめるようにして調査を行った．

1992年の前M調査時には水深9～15m地点で最

大でipiV,fim長さ20m程の群生地が3カ所確認され

たが，今回は視界と天候の悪さのため，2カ所の

調査で断念せざるを得なかった．

調査した2カ所のうち，規模の大きい群生地は

水深9～15m,長さ20mに渡るが,1992年の洲査

で群生の密度には図2のようなばらつきがあるこ

とが分かっている．すなわち，品も密度が高いの

方の面積に，密の状態で生育していた場所だが

1992年10月には壊滅状態で，一つの群体も残って

いなかった．これも今回調査で発見時の約半分ま

で回復しているのを確認した．

以上のようすを，カメラとビデオで撮影したが，

いずれも写真3のように視界が悪く，広角で全体

を納めることはできなかった．写真4～6は近距

離で撮影した今回のイソバナの状況である．

4．考察

表lに2003年のH本各地の年間平均海水温を示

した．これによれば，男鹿半島（船川）の夏の水

伽,iは太平洋fiでいうと千葉県房総半島のそれに相

当することが分かる．残念ながらイソバナの生態

について詳Illは調査されておらず，生息適温等に

ついても不|ﾘlである．しかし、太平洋側の北|堤が

ｲ11模湾であることを考えると，リ)鹿半烏での生息

が決して不思議なことではないことがうかがい知

れる．冬については，外気の影響を受ける男鹿半

島の水洲が低くなっているが，長期的な群体の成

長が行われていることから．その生存の条件を制

|狐するのは，（無論|眼度はあろうが）肢低温では

なく最高温であろうことが推察される．最大群生

地の生息状態からは，外気の影騨を受けて水温が

下がりやすいl畠層にイソバナが少なく，水温の安

定している下層に多いことが分かる．これはイソ

バナがII愛海性の生物であることによる結果と考え

られる．なお，最大群生地内でほとんど生育が見

3m2～3m3m2～3m3m2～3m3m
水深9m

面＝水深13m

水深15m

岸 ’20m

’1密■■籾「窯

Ⅸ'2最大群生地膜式lzl

は水深13～15m(IIの密）で．ほぼびっしりと群

体で埋め尽くされていた．それより浅い水深9～

13m地点（図の粗）は平均で2mlﾉL|方に1群体の

割合.mの無で表した部分には全くないかあって

も極僅かな量しか見られなかった．今回の調査で

は,1992年10JJと比べると，全体的な分量でその

約5倍，発見時と比べると約半分までIIl復してい

た．特に密の部分の回復が著しく，この部分が生

育に適していることがうかがえた．

もう1カ所の群生地は岩の下の空il"Jで約2mm

表1 II本各地の2003年における抑川､|え均水m.n水抑洋データセンター(JapanOceanographicData

Center.JODC)の「定地水温データ検索」より作成(m位：℃）

1月2月3月 4月5月6月7月8月9月10月11月12月

北海道宗谷岬(稚内）

北海道オホーツク海沿岸(紋別）

北海道太平洋沿岸(厚岸）

岩手(釜石）

宮城(気仙沼）

福島(小名浜）

青森(鯵ヶ沢）

秋田(船川）

新潟(新潟港）

房総半島(千葉県千倉）

富山(滑川）

和歌山(串本）

高知(室戸）

鹿児島(垂水）

沖縄(本部）

沖縄(石垣島）
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られない「無」の部分に関しては，潮流の速さや

付着物の影響等が考えられるが，これに関しては

今後の調査を待ちたい．

1992年の発見時から4カ月で1710に減り，

2001年には1群体しか発見できなかったという事

実の裏には，心ない人たちの播掘があったという

情報が地元住民から寄せられている．6年経った

今年度の調査でピーク時の約50％までInl復したこ

との理由が，イソバナの生命力の強さ故なのか，

進行する温暖化の故なのかの判断は早急にはでき

ないが，当面の存続は保証されたと判断できる．

図3に2007年5月に気象庁地球環境・海洋部が

発表した海面水温の長期変化傾向を示した．秋川

50範N

＝’
40':;N ＋1．6

＋1．2

＋1．3

＋1．2 ＋1．3

30.N

＋1．1 +0.8

+0．7

|九州･沖崎毎i壷’
20③N

120lJE 130:恒 140UE 1500E

図3 II本近海の海域平均海nil水温（年平均）の長川

変化傾向（℃/100年)2007.5.15気象庁地
球環境・海洋部

沖を含む日本海中部の海面水温は最近100年Ⅲで

1.6℃上昇しているが，これは世界全体で平均した

海面水温の上昇率十(〕50℃100年の3倍以上であ

る．また，’1本海中部では冬季（1～3月）の上

昇率が最も大きいことも指摘されている．イソバ

ナの復活は喜ばしいことではあるが，反面，進行

する温暖化が影響している可能性がないとはいえ

ないことも忘れてはならないことだろう．
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5．まとめ

地元漁師の話によれば，種は不明だが，八放サ

ンゴの仲間が底引き網にかかることが稀にあるよ

うで．類推すれば，秋田の海にはより多くの種類

の八放サンゴが生息している可能性が大きい．ま

た，未同定ではあるが，筆者らはこの群生地の中

に同じ八放サンゴの仲間であるフトヤギ類もすで

に確認している．このことは．秋田の海が寒流

系・'1愛流系双方の生物を育むことのできる豊かな

海であることを実証していると言えよう．

今回の調査で壊滅状態から復旧への道を歩んで

いるイソバナの姿は確認できた．今後も環境の激

変や人為的な撹乱がない限'八群生地は維持され

続けることが予想できる．しかし，今年度，日本

海沿岸各地で発生した赤潮の影響は今後の生存に

大きな脅威となる．戸賀宮島の群生地が赤潮によ

って壊滅に追いやられたのだとしたら，今回の群

生地も二の舞となってしまう可能性が大きいから

である．近年の中I玉lの近代化に伴い，今後も'二1本

海には中'五Iの河川から大量の有機塩分と有害物質

が流れ込み，水温の上昇と相まって，赤潮の発生

が続くと予想される．こうした国家的，政治的な

問題の解決は早急にできることではないが．少な

くとも人為的な盗州liや撒き餌等による富栄養化は

避けなければならないであろうし，そのためには

法による保護も急がなければならない．地上に比

べ||良の行き届かない水の中ではあるが，多様な生

物を育む秋ⅡIの海はより大きな評価を得てよいも

のと考える．
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